
運営費交付金収益 0

期間進行基準による振替額
資産見返運営費交付金 0

資 本 剰 余 金 0

計 0

運営費交付金収益 15¶404¶770¶192 {運営費交付金収益化額
（リース資産分 1¶541¶829¶419円 業務費 12¶152¶148¶194円 一般管理費 1¶710¶792¶579円）

費用進行基準による振替額
資産見返運営費交付金 516¶351¶477

資 本 剰 余 金 0

|資産見返運営費交付金額
（機械及び装置 62¶337¶079円 工具器具備品 79¶382¶786円 ソフトウエア 374¶631¶612円）

計 15¶921¶121¶669

会 計 基 準 第 80 第 3 項 に よ る 振 替 額 0

計 15¶921¶121¶669

^ 運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

業務達成基準を採用した業務に係る分 0

19 年 度

期間進行基準を採用した業務に係る分 0

費用進行基準を採用した業務に係る分 2¶028¶105¶049 運営費交付金債務残高の発生理由は、年度を跨いだ契約済繰越及び入札差額が生じたことによる経費の減少
により、翌事業年度以降に繰り越したもの。

計 2¶028¶105¶049

業務達成基準を採用した業務に係る分 0

20 年 度

期間進行基準を採用した業務に係る分 0

費用進行基準を採用した業務に係る分 365¶540¶812 運営費交付金債務残高の発生理由は、年度を跨いだ契約済繰越及び入札差額が生じたことによる経費の減少
により、翌事業年度以降に繰り越したもの。

計 365¶540¶812

業務達成基準を採用した業務に係る分 0

21 年 度

期間進行基準を採用した業務に係る分 0

費用進行基準を採用した業務に係る分 1¶981¶526¶019 運営費交付金債務残高の発生理由は、年度を跨いだ契約済繰越及び入札差額が生じたことによる経費の減少
により、翌事業年度以降に繰り越したもの。

計 1¶981¶526¶019

業務達成基準を採用した業務に係る分 0

22 年 度

期間進行基準を採用した業務に係る分 0

費用進行基準を採用した業務に係る分 4¶775¶250¶331 運営費交付金債務残高の発生理由は、年度を跨いだ契約済繰越及び入札差額が生じたことによる経費の減少
により、翌事業年度以降に繰り越したもの。

計 4¶775¶250¶331
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